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①テーマ
公的病院の役割と展望～自らの病院の姿を知り、自らの病院を守ろう～


②開催趣旨
　医療法改正により、地域医療構想をはじめ、病床機能報告や厚労省による病床推計等が行われています。二次医療圏では、病床推計に基づき2025年を見据えた病床削減計画が進行していくことになり、それは公・民を問わず病院再編・統合や病院廃止など、理事者側から突然の提案がされる可能性も予測されます。
　さらに、全国の医療機関を取り巻く状況として、西日本・東日本における病床数の格差、大都市と地方都市、また二次医療圏内における自治体間での医療再編が行われることについても注視しなければなりません。
　このような情勢に対し、公的医療機関の労働組合として、医療再編をどうとらえ、何をすべきか十分に議論する必要があります。
　そして、組合員の雇用を守る労働組合の組織強化と、医療を担い手として地域医療を守る(＝雇用を守る）ことを運動の大きな２つの柱として位置づけ、医療再編に伴う自治労加盟病院の経営形態変更、統合・再編・ネットワーク化に対応するため、県本部、病院・単組が連携、情報共有し闘いを作りあげることが重要となります。　
　この第３分科会「公的病院対策分科会」では、公立病院対策会議（2015.7、2015.11）と、地域医療セミナー全体会の伊関先生の講演を基に、「公的病院の生き残り戦略」をテーマとし、各医療圏域（一次医療圏のイメージ）において、①公的医療機関の廻りに他の病院がない、②公的医療機関で救急から療養まで自前で行える病院、③中小病院ですでに経営形態変更が終了し、新プランでは想定外としているような病院などの病院を仮定し、参加者が医療再編に備える労働組合作りにつなげるための分科会とします。


③講師：公益社団法人全国自治体病院協議会　会長　邉見　公雄　氏





④タイムスケジュール（案）
９：００　オリエンテーション
９：１５　講演
　　　　　「生命 (いのち)輝かそう自治労衛生評議会
　　　　　　　　～公的医療機関の役割と経営戦略～（２０２５年を見据えて）」
         公益社団法人全国自治体病院協議会　会長　邉見　公雄 氏
１１：１０　病院労組・県本部報告
　　　　　　①山口県本部（病院財政分析の取組）
　　　　　　②経営形態対策委員長（地域医療構想調整会議）
③町立松前病院労組（労組設立・独法化の取組）
　　　　　　④亀山市職員組合（一適から全適への基本組織の取組）

１２：１０　ランチョンミーティング（診療報酬の取組状況・診療報酬委員会）

１２：４０　休憩

１３：００　医療政策部会役員による鼎談（鈴木・比田井・阿部）
　　　　　　※テーマ
　　　　　　　①財政分析による効果（各単組がどう掘り下げ、運動として取り組んでいるか）
　　　　　　 ②組織問題（労組立ち上げ、全適・独法化）
　　　　　　 ③経営形態変更（労働条件をどう確保してきたか）
　　　　　　　④地域住民との連携による地域医療の確保（ボランティア・守る会・患者会などの活動）
１５：００　終了


